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知
的
・
身
体
的
に
障
が
い
の
あ

る
方
が
通
所
す
る
施
設
で
す
。

○
勤
務
期
間　

２
月
１
日
か
ら
６

か
月
間
（
更
新
手
続
き
後
延
長
６

か
月
あ
り
）

○
勤
務
日
時　

月
〜
金
曜
日
、
午

臨

時

職

員

ひ
か
り
療
育
園

【
症
状
】

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
か

ぜ
と
異
な
り
、　

℃
以
上
の
発

３８

熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な

ど
の
全
身
症
状
が
強
く
、
の
ど
の

痛
み
や
咳
な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
小
児
で
は
ま
れ
に

肺
炎
や
熱
性
け
い
れ
ん
な
ど
を
併

発
し
た
り
、
高
齢
者
や
呼
吸
器
・

心
臓
な
ど
に
慢
性
の
病
気
が
あ
る

人
は
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

【
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人

の
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
と
共
に
放

出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む

こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
以
下
の
点
に
心
が
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

①
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ

　

手
洗
い
、
う
が
い
を
徹
底
す

る
。
ま
た
、
外
出
時
に
は
マ
ス
ク

を
着
用
し
人
ご
み
を
避
け
る
。

②
体
力
を
つ
け
、
免
疫
力
を
高
め

る
　

十
分
に
睡
眠
を
と
り
、
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
心
掛
け
る
。

③
室
内
の
環
境
を
整
え
る

　

換
気
に
心
掛
け
、
加
湿
器
な
ど

を
使
っ
て
適
度
な
湿
度
を
保
つ
。

【
予
防
接
種
に
つ
い
て
】

　

流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場

合
の
重
症
化
防
止
に
有
効
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
を

希
望
す
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け

医
と
十
分
相
談
し
て
か
ら
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
、
医

師
に
よ
る
診
察
の
う
え
で
処
方
さ

れ
る
も
の
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
】

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
マ
ス
ク

を
せ
ず
に
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る

と
、
し
ぶ
き
と
共
に
ウ
イ
ル
ス
が

２
ｍ
か
ら
３
ｍ
飛
ぶ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
周
囲
の
人
に

感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
も
「
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

〜
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
〜

①
咳
・
く
し
ゃ
み
の
際
に
は
テ
ィ

ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ

え
、
周
り
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け

ま
し
ょ
う
。

②
使
用
後
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
す
ぐ

に
フ
タ
付
き
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま

し
ょ
う
（
咳
や
く
し
ゃ
み
の
際
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
押

さ
え
た
時
、
手
に
ウ
イ
ル
ス
が
た

く
さ
ん
付
着
し
ま
す
の
で
、
手
洗

い
も
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
）。

③
咳
な
ど
の
症
状
の
あ
る
人
は
マ

ス
ク
を
正
し
く
着
用
し
、
感
染
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

□問
 

町
田
保
健
所
11
７
２
２
・
０
６

２
１
、
町
田
市
健
康
課
11
７
２
５

・
５
４
７
１

　

町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
入
れ
歯
に
使
用
さ
れ
て
い
る

金
属
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
福
祉
活

動
に
役
立
て
る
事
業
を
は
じ
め
ま

し
た
。

○
寄
付
の
方
法　

①
入
れ
歯
に
熱

湯
を
か
け
て
消
毒
す
る
②
新
聞
紙

な
ど
の
厚
手
の
紙
で
包
み
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
へ
入
れ
る
③
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ

に
投
入
、
ま
た
は
封
筒
に
入
れ
て

同
会
へ
郵
送
す
る

○
回
収
対
象　

金
属
の
つ
い
て
い

る
入
れ
歯
（
歯
に
か
け
る
バ
ネ
が

付
い
て
い
る
も
の
）

※
金
属
の
付
い
て
い
な
い
入
れ
歯

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

○
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
設
置
場
所　

町

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
町
田
市

役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

○
送
り
先
・
問
合
せ
先　

町
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
総
務
係
（
〒　
１９４

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４

－

９

－

８
、
11
７
２
２
・
４
８
９
８
）

へ
。

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１

３
３
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７

　

相
原
町
に
あ
る
真
米
ト
ン
ネ
ル

に
東
京
家
政
学
院
大
学
と
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
、
素
敵

な
壁
画
が
完
成
し
ま
し
た
。
市
で

は
、
こ
の
活
動
に
対
し
て
塗
料
の

一
部
、
塗
装
用
具
、
作
業
足
場
の

設
置
等
の
支
援
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
壁
画
は
、
市
が
進
め
て
い

る
ア
ダ
プ
ト
・
ア
・
ロ
ー
ド
事
業

（
市
民
協
働
で
進
め
る
道
路
環
境

の
改
善
な
ど
の
取
り
組
み
）
の
一

環
と
し
て
、
東
京
家
政
学
院
大
学

と
準
備
を
進
め
て
き
た
も
の
で

す
。

　

今
回
の
壁
画
作
成
に
対
し
て

は
、
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
い

た
中
相
原
町
会
か
ら
塗
料
の
一
部

の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、　
１１

月　

日
の
活
動
は
、
中
相
原
地
区

１０
の
子
ど
も
会
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
壁
画
は
、
同
大
学
学

生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
作
品
の
中

か
ら
選
定
さ
れ
た
も
の
で
、
西
側

壁
面
に
は
自
然
豊
か
な
昔
の
相
原

の
風
景
、
東
側
壁
面
に
は
今
の
相

原
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

☆
こ
の
記
事
に
関
連
し
た
情
報
を

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧

下
さ
い
。

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
市
の
組

織
別
分
類
↓
建
設
部
↓
道
路
管
理

課
の
コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら
ご
覧
に
な

る
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ん
で
下
さ
い
。

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１

５
１

不
要
に
な
っ
た
入
れ
歯
の

不
要
に
な
っ
た
入
れ
歯
の

ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す

ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す

トトンンネネルルのの壁壁面面にに
素素敵敵なな相相原原のの風風景景

真米トンネルに
素敵な壁画が
完成しました

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

○
勤
務
場
所　

ひ
か
り
療
育
園

○
勤
務
内
容　

男
性
利
用
者
の
食

事
・
入
浴
・
排
泄
等
の
介
助

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
申
し
込
み　

１
月　

日
ま
で
に

１８

電
話
で
ひ
か
り
療
育
園
（
11
７
９

４
・
０
７
３
０
）
へ
。

　

町
田
市
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

で
は
知
的
障
が
い
児
通
園
施
設
す

み
れ
教
室
の
嘱
託
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

○
資
格　

①
保
育
士
ま
た
は
幼
稚

児
童
指
導
員
（
嘱
託
）

す
み
れ
教
室

園
も
し
く
は
小
・
中
学
校
の
教
員

資
格
を
有
す
る
方
で
障
が
い
児
療

育
の
経
験
が
あ
る
方
②
４
年
制
の

大
学
で
心
理
学
ま
た
は
社
会
福
祉

学
を
専
攻
し
、
卒
業
し
た
方
（
卒

業
見
込
み
含
む
）
③
障
が
い
児
療

育
施
設
に
お
い
て
療
育
経
験
が
あ

る
方

○
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
２
０

０
９
年
３
月　

日
３１

○
勤
務
日　

月
〜
金
曜
日
で
週
４

日
（
月　

日
、
行
事
等
で
土
・
日

１６

曜
日
、
祝
日
勤
務
含
む
）

○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時

○
勤
務
場
所　

す
み
れ
教
室

○
報
酬　

市
基
準
に
基
づ
き
支
給

※
健
康
保
険
、
雇
用
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
有
り
。

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
選
考
方
法　

書
類
・
小
論
文
・

面
接
・
実
技

○
申
し
込
み　

履
歴
書
・
保
育
士

資
格
証
等
の
コ
ピ
ー
及
び
小
論
文

（
応
募
の
動
機
・
自
己
ア
ピ
ー
ル

・
入
所
後
の
抱
負
に
つ
い
て
原
稿

用
紙
８
０
０
字
以
内
）
を
１
月　
２５

日
ま
で
（
必
着
）
に
郵
送
で
す
み

れ
教
室
（
〒　

－

０
０
２
１
、
中

１９４

町
２－

　

－

　

、
11
７
２
６
・
６

１３

１４

５
７
０
）
へ
。

※
応
募
者
に
は
書
類
選
考
の
う

え
、
面
接
日
時
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

障
が
い
を
持
つ
方
と
ふ
れ
あ

い
、
共
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

○
活
動
日
時　

毎
月
２
回
（
日
曜

日
）
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

○
活
動
場
所　

ま
ち
だ
中
央
公
民

館
、
ひ
か
り
療
育
園

※
若
干
の
謝
礼
あ
り
。

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
11
７
２
８

・
０
０
７
１

ス

タ

ッ

フ

障
が
い
者
青
年
学
級

○
資
格　

子
ど
も
が
好
き
な
方

○
勤
務
期
間　
　

月　

日
〜
２
０

１２

１７

０
８
年
３
月　

日
３１

○
勤
務
日
時　

原
則
と
し
て
週
２

〜
３
日
、
午
後
１
時　

分
〜
６
時

３０

○
勤
務
内
容　

児
童
館
で
の
受
付

及
び
運
営
補
助

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
申
し
込
み　

電
話
連
絡
の
う
え

履
歴
書
を
お
持
ち
に
な
り
、
直
接

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ
（
11
７
３

９
・
６
７
９
１
）
へ
。

臨

時

職

員

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
清
掃
総
務
課
（
11
７
９
７
・

７
１
１
２
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
後

１２

２０

７
時
〜
９
時

○
会
場　

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化

セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室
（
下
小
山

田
町
３
１
６
０
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１８

閉
鎖
等
検
討
委
員
会

第
３
回
町
田
市
廃
棄
物
最
終
処
分
場

自然豊かな相原の風景が描かれました

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に

つ

い

て

〜
ひ
ろ
げ
る
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ひ
ろ
げ
よ
う
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
〜

（
厚
生
労
働
省
標
語
）

【
大
掃
除
の
季
節
で
す
が
…
】

　

下
水
道
は
何
で
も
流
し
て
よ
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
よ

う
な
も
の
を
流
す
と
、
下
水
道
の

機
能
を
損
ね
ま
す
の
で
、
お
や
め

下
さ
い
。

×
生
ゴ
ミ
や
油

×
農
薬
・
殺
虫
剤
な
ど
の
薬
品

×
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど

　

ま
た
、
洗
剤
は
適
量
を
守
り
使

用
す
る
な
ど
、
下
水
の
汚
れ
を
軽

減
す
る
工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
飲
食
店
な
ど
の
事
業
者
の
皆
さ

ん
へ
】

　

グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
（
阻
集

器
）
を
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
、

定
期
的
に
点
検
・
清
掃
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
清
掃
時

に
発
生
す
る
油
分
・
汚
泥
は
、
下

水
道
に
流
さ
ず
に
「
産
業
廃
棄
物

（
廃
油
及
び
汚
泥
）
」
と
し
て
、

適
正
に
処
分
し
て
下
さ
い
。

　

一
人
ひ
と
り
が
排
水
マ
ナ
ー
を

守
る
こ
と
が
、
水
質
保
全
へ
の
大

ご

協

力

を

下
水
道
の
適
正
使
用
に

き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

水
質
管
理
課
11
７
２
０
・
１
８

２
４

保
存
も
で
き
ま
せ
ん
。
病
院
で

は
、
常
に
新
鮮
な
血
液
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
前

１２

１８

　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市

民
フ
ロ
ア

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５

３
７

献
血
を
行
い
ま
す

町
田
市
役
所
で

　

輸
血
用
血
液
の
需
要
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
医
療
技
術
が
発

達
し
た
現
在
で
も
、
血
液
を
作
る

こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
長
期
間
の

登
録
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

薬
師
台
山
王
塚
公
園
多
目
的
広
場

２
０
０
８
年
度
利
用
団
体

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方
で
構
成
さ
れ
た
少
年
野
球

（
小
学
生
）
ま
た
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
団
体

○
受
付
日
時　

１
月
７
日
（
月
）

〜　

日
（
金
）
午
前
８
時　

分
〜

１１

３０

午
後
５
時

○
受
付
場
所　

公
園
緑
地
課
（
木

曽
庁
舎
）

※
広
場
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
原

則
と
し
て
車
で
の
来
場
は
禁
止
し

ま
す
。

※
登
録
申
請
時
に
は
、
申
請
書

（
公
園
緑
地
課
に
あ
り
ま
す
）
と

申
請
者
の
印
鑑
及
び
構
成
員
名
簿

（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
市
内
在
勤
、
在
学
の
方
は
そ

の
名
称
、
所
在
地
を
明
記
）
が
必

要
で
す
。

□問
 

公
園
緑
地
課
11
７
９
３
・
７
６

１
１


